
(57)【要約】

【課題】四輪バギー車や二輪自動車などの車両に搭載さ

れる内燃機関用のスロットル装置において、燃料がスロ

ットル開度センサの内部に浸入するのを阻止する。

【解決手段】スロットルボディ２のセンサ取付部２ａに

遊び気室７を形成する。遊び気室７の地側に燃料排出管

２６を接続し、燃料排出管２６をスロットルバルブ５の

上流側などの負圧部に連通させる。遊び気室７の天側に

吸気管２７を接続し、吸気管２７をエアクリーナの下流

側に連通させる。これにより、燃料がスロットルボディ

２の遊び気室７に浸入した段階で、負圧を利用して燃料

を強制的に排出することができる。また、アイドル回転

時の空気量のばらつきを抑制し、ごみ詰まりによる吸気

管２７および燃料排出管２６の閉塞を防ぐことができる

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ を 有 し 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ に ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト が 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト に 、 吸 気 通 路 を 開 閉 す る ス ロ ッ ト ル バ ル ブ が 設 け ら れ 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ と 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト と の 間 に シ ー ル 部 材 が 設 け ら れ 、
　 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ に 、 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト の 回 転 角 度 か ら 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル
ブ の 開 度 を 検 出 す る ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ た ス ロ ッ ト ル 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ル 部 材 と 前 記 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ と の 間 の 遊 び 気 室 に 、 負 圧 部 に 連 通 し た 燃
料 排 出 管 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 燃 料 排 出 管 の 接 続 元 は 、 前 記 遊 び 気 室 の 地 側 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 負 圧 部 は 、 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 上 流 側 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 遊 び 気 室 に は 、 吸 気 管 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ
か に 記 載 の ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 気 管 の 接 続 元 は 、 前 記 遊 び 気 室 の 天 側 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 吸 気 管 の 接 続 先 は 、 サ ク シ ョ ン バ ル ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記
載 の ス ロ ッ ト ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 四 輪 バ ギ ー 車 （ Ａ Ｔ Ｖ ） や 四 輪 自 動 車 、 二 輪 自 動 車 な ど の 車 両 に 搭 載 さ れ る
内 燃 機 関 用 の ス ロ ッ ト ル 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の ス ロ ッ ト ル 装 置 １ に お い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 開 度
を 検 出 す る た め 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ に ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
そ し て 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ の セ ン サ 取 付 部 ２ ａ と ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ と の 隙 間 に 外
部 か ら 水 が 浸 入 す る 恐 れ が あ る た め 、 こ れ を 排 水 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 こ の 排 水 対 策 と し て 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ の セ ン サ 取 付 部 ２ ａ に 水 抜 き 穴 （ 図 示
せ ず ） を 大 気 に 開 放 す る 形 で 設 け て お き 、 セ ン サ 取 付 部 ２ ａ と ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ と
の 隙 間 に 外 部 か ら 水 が 浸 入 し た 場 合 は 、 こ の 水 抜 き 穴 か ら 排 水 す る よ う に し て い た （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ９ ９ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の ス ロ ッ ト ル 装 置 １ で は 、 こ う し た 排 水 対 策 に 加 え て 、 燃 料 排 出 対 策 を 講 じ
る 必 要 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 ガ ソ リ ン な ど の 燃 料 は 、 シ リ ン ダ （ 図 示 せ ず ） 側 か ら ス ロ ッ ト ル 装 置 １ 側 へ
逆 流 し 、 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ と Ｖ シ ー ル ８ と の 隙 間 を 通 っ て ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ の 遊 び
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気 室 ７ に 浸 入 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 Ｖ シ ー ル ８ お よ び リ ッ プ シ ー ル ９ の 締 め 代 を 大 き く す れ ば 、 こ う し た 燃 料 の 浸
入 を 抑 止 す る こ と が で き る が 、 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ や ロ ー タ ６ ａ は 回 転 す る 部 品 で あ る
た め 、 燃 料 の 浸 入 を 完 全 に 阻 止 す る こ と は 極 め て 困 難 と な る 。 し た が っ て 、 こ れ 以 外 の 有
効 な 燃 料 排 出 対 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 上 述 し た 水 抜 き 穴 と 同 様 に 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ の セ ン サ 取 付 部 ２ ａ に 燃 料 抜 き
穴 （ 図 示 せ ず ） を 設 け た と し て も 、 そ れ が 大 気 開 放 型 で あ る 限 り 、 穴 詰 ま り を 起 こ し た と
き に 、 燃 料 抜 き 穴 と し て の 機 能 を 十 全 に 果 た せ な く な る 。 さ ら に 、 ガ ソ リ ン な ど の 燃 料 は
水 に 比 べ て 粘 性 が 高 い こ と か ら 、 こ の 燃 料 抜 き 穴 か ら 排 出 し き れ ず に 滞 留 し て し ま う 危 険
性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ の 遊 び 気 室 に 燃 料 が 浸 入 し た 段 階
で 、 こ の 燃 料 を 負 圧 を 利 用 し て 強 制 的 に 排 出 す る こ と に よ り 、 燃 料 が ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン
サ の 内 部 に ま で 浸 入 す る の を 未 然 に 阻 止 す る こ と が 可 能 な ス ロ ッ ト ル 装 置 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ を 有 し 、 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ に ス ロ
ッ ト ル シ ャ フ ト が 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト に 、 吸 気 通 路 を 開 閉 す る
ス ロ ッ ト ル バ ル ブ が 設 け ら れ 、 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ と 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト と の 間 に
シ ー ル 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ に 、 前 記 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト の 回 転 角 度 か
ら 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 検 出 す る ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ た ス ロ ッ
ト ル 装 置 で あ っ て 、 前 記 シ ー ル 部 材 と 前 記 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ と の 間 の 遊 び 気 室 に 、 負
圧 部 に 連 通 し た 燃 料 排 出 管 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 燃 料 排 出 管 の 接 続 元 は 、 前 記 遊 び 気 室 の 地 側 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 負 圧 部 は 、 前 記 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 上 流 側 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 前 記 遊 び 気 室 に は 、 吸 気 管 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 前 記 吸 気 管 の 接 続 元 は 、 前 記 遊 び 気 室 の 天 側 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 前 記 吸 気 管 の 接 続 先 は 、 サ ク シ ョ ン バ ル ブ で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 が ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ の 遊 び 気 室 に 浸 入 し た 段 階 で 、 負 圧 を 利 用 し
て 燃 料 を 強 制 的 に 排 出 す る こ と に よ り 、 燃 料 が ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ の 内 部 に ま で 浸 入 す
る の を 未 然 に 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 結 果 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ の 内 部 が 燃 料 に 侵 さ れ る 心 配 は な い 。 し た が っ て 、 ス
ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 度 を 適 正 に 検 出 し 続 け る こ と が で き る と と も に 、 長 期 に わ た っ て 使 用
し て も ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ と し て の 機 能 や 耐 久 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 事 態 の 発 生 を 回 避 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の と き 、 燃 料 排 出 管 の 接 続 元 が 遊 び 気 室 の 地 側 で あ る と 、 遊 び 気 室 内 の 燃 料 を 最 後 の
一 滴 ま で 残 ら ず 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 負 圧 部 が ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 上 流 側 で あ る と 、 ア イ ド ル 回 転 時 の 空 気 量 の ば ら つ
き を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 遊 び 気 室 に 吸 気 管 が 接 続 さ れ て い る と 、 遊 び 気 室 内 の 燃 料 を 空 気 と 置 換 す る 形
で 円 滑 に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の と き 、 吸 気 管 の 接 続 元 が 遊 び 気 室 の 天 側 で あ る と 、 遊 び 気 室 内 に 燃 料 が 充 満 し て い
る 場 合 で も 、 遊 び 気 室 内 の 燃 料 を 支 障 な く 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 吸 気 管 の 接 続 先 が サ ク シ ョ ン バ ル ブ で あ る と 、 常 に ク リ ー ン エ ア （ 清 浄 な 空 気 ）
を 遊 び 気 室 に 取 り 込 め る た め 、 ご み 詰 ま り に よ る 吸 気 管 お よ び 燃 料 排 出 管 の 閉 塞 を 防 ぐ こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 の シ リ ン ダ １ ２ を 有 し て お り 、 シ リ ン ダ １
２ 内 に は ピ ス ト ン １ １ が 上 下 方 向 に 摺 動 自 在 に 嵌 挿 さ れ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ １ ２ の 上
側 に は シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ が 装 着 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ に は 、 吸 気 ポ ー ト ２ ４
を 開 閉 す る 吸 気 弁 １ ４ が 設 け ら れ て い る と と も に 、 排 気 ポ ー ト ２ ５ を 開 閉 す る 排 気 弁 １ ５
が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ に は 点 火 プ ラ グ １ ７ が シ リ ン ダ １ ２ 内 の 燃
焼 室 １ ２ ａ に 向 け て 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ に は 吸 気 通 路 １ ６
が 吸 気 ポ ー ト ２ ４ に 連 通 す る 形 で 接 続 さ れ て お り 、 吸 気 通 路 １ ６ の 先 端 部 （ 上 流 側 ） に は
エ ア ク リ ー ナ １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 吸 気 通 路 １ ６ に は 、 エ ア フ ロ ー セ ン サ １
９ が エ ア ク リ ー ナ １ ８ の 下 流 側 に 取 り 付 け ら れ て い る と と も に 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク タ
２ ０ が 吸 気 ポ ー ト ２ ４ に 向 け て ガ ソ リ ン な ど の 燃 料 を 噴 射 し う る よ う に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 吸 気 通 路 １ ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 一 部 に ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ が 形 成
さ れ て お り 、 こ の ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ に は ス ロ ッ ト ル 装 置 １ が 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の ス
ロ ッ ト ル 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ を 有 し て い る 。 ス ロ ッ ト ル ボ
デ ィ ２ 内 に は 円 柱 状 の ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ が 軸 受 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 回 動 自 在 に 取 り
付 け ら れ て お り 、 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ に は 円 盤 状 の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ が 固 着 さ れ て い
る 。 ま た 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ２ に は セ ン サ 取 付 部 ２ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 セ ン サ 取 付 部 ２
ａ に は ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６
の ロ ー タ ６ ａ は ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ に 係 合 し て お り 、 ロ ー タ ６ ａ の 回 転 角 度 、 す な わ ち
ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ の 回 転 角 度 か ら ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 開 度 を 検 出 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 セ ン サ 取 付 部 ２ ａ に は 遊 び 気 室 ７ が 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ の 下 方 （ つ ま り
、 吸 気 通 路 １ ６ 側 ） に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ と ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ
２ と の 間 に は 、 シ ー ル 部 材 と し て Ｖ シ ー ル ８ が 、 吸 気 通 路 １ ６ か ら 遊 び 気 室 ７ へ の 燃 料 漏
れ を 阻 止 す る よ う に 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ の ロ ー タ ６ ａ と ス ロ
ッ ト ル ボ デ ィ ２ と の 間 に は リ ッ プ シ ー ル ９ が 、 遊 び 気 室 ７ か ら ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ 内
へ の 燃 料 浸 入 を 阻 止 す る よ う に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 遊 び 気 室 ７ の 地 側 に は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 燃 料 排 出 管 ２ ６ が 接 続
さ れ て お り 、 燃 料 排 出 管 ２ ６ の 先 端 は ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 上 流 側 の ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ
部 分 に 連 通 し て い る 。 ま た 、 遊 び 気 室 ７ の 天 側 に は 吸 気 管 ２ ７ が 接 続 さ れ て お り 、 吸 気 管
２ ７ の 先 端 は エ ア ク リ ー ナ １ ８ の 下 流 側 の 吸 気 通 路 １ ６ 部 分 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 内 燃 機 関 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 運 転 状 態 を 制 御 す る エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト ２ ２ を 備 え て お り 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ２ は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル ２ ３
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、 エ ア フ ロ ー セ ン サ １ ９ 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ 、 ス ロ ッ ト ル 装 置 １ 、 フ ュ ー エ ル イ ン
ジ ェ ク タ ２ ０ 、 点 火 プ ラ グ １ ７ と そ れ ぞ れ 信 号 線 で 結 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ は 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る の で 、 こ の 内 燃 機 関 １ ０ が 駆 動 さ れ る と 、 エ
ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ２ は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル ２ ３ 、 エ ア フ ロ ー セ ン サ １ ９ 、 ス ロ
ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ か ら の 検 出 信 号 に 基 づ き 、 ス ロ ッ ト ル 装 置 １ 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク
タ ２ ０ 、 点 火 プ ラ グ １ ７ を 適 正 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 ま ず 外 気 が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 エ ア ク リ ー ナ １ ８ を 通 っ て 吸 気 通 路 １ ６ 内
に 燃 焼 空 気 と し て 取 り 込 ま れ た 後 、 エ ア フ ロ ー セ ン サ １ ９ を 通 過 す る 。 こ の と き 、 こ の 燃
焼 空 気 の 流 速 が エ ア フ ロ ー セ ン サ １ ９ で 検 出 さ れ 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ２ に
送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 こ の 燃 焼 空 気 は 、 ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ で 流 速 を 速 め つ つ ス ロ ッ ト ル 装 置 １ を 通 過
す る 。 こ こ で 、 運 転 者 が 操 作 す る ア ク セ ル ペ ダ ル ２ ３ の 踏 み 込 み 量 は 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ
ー ル ユ ニ ッ ト ２ ２ に 送 出 さ れ て い る の で 、 こ の ア ク セ ル ペ ダ ル ２ ３ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て
ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 開 度 が 変 化 し 、 そ れ に 対 応 し て 燃 焼 空 気 の 流 量 が 増 減 す る 。 そ し て
、 こ の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 開 度 は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ で 検 出 さ れ 、 エ ン ジ ン コ ン
ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ２ に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ う し て ス ロ ッ ト ル 装 置 １ を 通 過 し た 燃 焼 空 気 は 、 吸 気 通 路 １ ６ 内 を 下 流 側 に 供 給 さ れ
、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク タ ２ ０ か ら 噴 射 さ れ た ガ ソ リ ン な ど の 燃 料 と 混 合 さ れ て 混 合 気 と
な っ た 後 、 吸 気 ポ ー ト ２ ４ を 経 て シ リ ン ダ １ ２ の 燃 焼 室 １ ２ ａ に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 内 燃 機 関 １ ０ を 駆 動 す る 際 、 運 転 条 件 や 気 候 な ど の 影 響 を 受 け 、 燃 料 が
シ リ ン ダ １ ２ 側 か ら ス ロ ッ ト ル 装 置 １ 側 へ 逆 流 し 、 ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト ３ と Ｖ シ ー ル ８ と
の 隙 間 を 通 っ て 遊 び 気 室 ７ に 浸 入 す る 場 合 が あ る 。 し か し 、 遊 び 気 室 ７ に は 、 ス ロ ッ ト ル
バ ル ブ ５ の 上 流 側 の ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ 部 分 、 つ ま り 負 圧 部 に 連 通 す る 燃 料 排 出 管 ２ ６ が
接 続 さ れ て い る の で 、 遊 び 気 室 ７ 内 の 燃 料 は 、 ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ 内 の 負 圧 に よ っ て 吸 引
さ れ る 形 で 、 直 ち に 燃 料 排 出 管 ２ ６ を 通 っ て ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 燃 料 排 出 管 ２ ６ の 接 続 元 は 遊 び 気 室 ７ の 地 側 で あ る た め 、 遊 び 気 室 ７ 内 の 燃
料 を 最 後 の 一 滴 ま で 残 ら ず 排 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 燃 料 排 出 管 ２ ６ の 接 続 先 は ス ロ
ッ ト ル バ ル ブ ５ の 上 流 側 で あ る た め 、 ア イ ド ル 回 転 時 の 空 気 量 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と
が で き る 。 加 え て 、 遊 び 気 室 ７ に は 吸 気 管 ２ ７ が 接 続 さ れ て い る の で 、 遊 び 気 室 ７ 内 の 燃
料 は 、 吸 気 管 ２ ７ を 介 し て 遊 び 気 室 ７ 内 に 取 り 込 ま れ る 空 気 と 置 換 さ れ る 形 で 円 滑 に 排 出
さ れ る 。 し か も 、 吸 気 管 ２ ７ の 接 続 元 は 遊 び 気 室 の 天 側 で あ る た め 、 た と え 遊 び 気 室 ７ 内
に 燃 料 が 充 満 し た と し て も 、 吸 気 通 路 を 確 保 し う る こ と か ら 、 遊 び 気 室 ７ 内 の 燃 料 の 円 滑
な 排 出 を 支 障 な く 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 吸 気 管 ２ ７ の 接 続 先 は エ ア ク リ ー ナ １ ８ の
下 流 側 の 吸 気 通 路 １ ６ 部 分 で あ る た め 、 常 に ク リ ー ン エ ア （ 清 浄 な 空 気 ） を 遊 び 気 室 ７ に
取 り 込 む こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 吸 気 管 ２ ７ や 燃 料 排 出 管 ２ ６ が ご み 詰 ま り に よ っ て 閉
塞 す る 事 態 の 発 生 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 遊 び 気 室 ７ に 燃 料 が 浸 入 し た 場 合 、 そ の 燃 料 は 負 圧 を 利 用 し て 直 ち に 排 出
さ れ る の で 、 燃 料 が ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ の ロ ー タ ６ ａ と リ ッ プ シ ー ル ９ と の 隙 間 を 通
っ て ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ の 内 部 に ま で 浸 入 す る 恐 れ は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ の 内 部 が 燃 料 に 侵 さ れ る 心 配 は な い 。 そ の た め 、
ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ は 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ の 開 度 を 適 正 に 検 出 し 続 け る こ と が で き
る と と も に 、 長 期 に わ た っ て 使 用 し て も ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ ６ と し て の 機 能 や 耐 久 性 に
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悪 影 響 を 及 ぼ す 事 態 の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 遊 び 気 室 ７ に 接 続 さ れ た 燃 料 排 出 管 ２ ６ を ス ロ ッ ト
ル バ ル ブ ５ の 上 流 側 の ベ ン チ ュ リ 管 １ ６ ａ 部 分 に 連 通 さ せ た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 遊
び 気 室 ７ に 浸 入 し た 燃 料 を 負 圧 を 利 用 し て 排 出 す る こ と が 本 発 明 の 要 で あ る た め 、 燃 料 排
出 管 ２ ６ の 接 続 先 は 、 負 圧 部 で あ れ ば ど こ で も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 遊 び 気 室 ７ に 接 続 さ れ た 吸 気 管
２ ７ を エ ア ク リ ー ナ １ ８ の 下 流 側 に 連 通 さ せ た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 吸 気 管 ２ ７ の 接
続 先 は エ ア ク リ ー ナ １ ８ の 下 流 側 に 限 ら れ る わ け で は な い 。 例 え ば 、 サ ク シ ョ ン バ ル ブ な
ど の ク リ ー ン エ ア 室 （ 図 示 せ ず ） に 吸 気 管 ２ ７ を 連 通 さ せ て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 も 、 大
気 開 放 の 場 合 と 異 な り 、 常 に ク リ ー ン エ ア を 遊 び 気 室 ７ に 取 り 込 む こ と が で き る た め 、 吸
気 管 ２ ７ や 燃 料 排 出 管 ２ ６ が ご み 詰 ま り に よ っ て 閉 塞 す る 事 態 の 発 生 を 未 然 に 防 ぐ こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク タ ２ ０ に
よ る 燃 料 噴 射 式 の 内 燃 機 関 １ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 キ ャ ブ レ タ 式 の 内 燃 機 関 （ 図 示 せ ず
） に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 四 輪 自 動 車 は も と よ り 、 二 輪 自 動 車 、 四 輪 バ ギ
ー 車 な ど 、 内 燃 機 関 を 具 備 す る 車 両 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ス ロ ッ ト ル 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ス ロ ッ ト ル 装 置 が 組 み 込 ま れ た 内 燃 機 関 の 一 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 従 来 の ス ロ ッ ト ル 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ … … ス ロ ッ ト ル 装 置
　 ２ … … ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ
　 ２ ａ … … セ ン サ 取 付 部
　 ３ … … ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト
　 ５ … … ス ロ ッ ト ル バ ル ブ
　 ６ … … ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ
　 ６ ａ … … ロ ー タ
　 ７ … … 遊 び 気 室
　 ８ … … Ｖ シ ー ル （ シ ー ル 部 材 ）
　 ９ … … リ ッ プ シ ー ル
　 １ ０ … … 内 燃 機 関
　 １ ６ … … 吸 気 通 路
　 １ ６ ａ … … ベ ン チ ュ リ 管
　 １ ８ … … エ ア ク リ ー ナ
　 ２ ６ … … 燃 料 排 出 管
　 ２ ７ … … 吸 気 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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